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Let's Do in the Medical Care as  Ren-nyo Did 









名市大 に対 しては、常に人一倍の感謝の気持ちと熱 き思
いを寄せなが ら、今日まで過ごして参 りました。
　学生時代か ら数えて、途中のアメリカ留学 と愛知県が




ぎ去 り、今更なが ら 「光陰矢のごとし」を実感する思い
であります。

































ません。幸い学生たちか らは 「分かり易 くて勉強が好き







と対策を練りなが ら、9月 までに新版を作 り上げます。




　次に二男の名は 「内臓年齢」 といいます。 これは健康


























に 「健康科学」に方向転換 してか ら数年 して考え付いた







ているビデオを使 って仕事をしています」 という知 らせ
を受け取 り、人生で彼女 らと再度のつながりが確認でき
ることは、 この世界に生 きてきた者 としては、また格別
の喜びであります。
これまで日本人を対象に 「内臓年齢」(メ ディカ出版)






県 ・市町村の保健所 ・保健センターを通 じて、多 くの国
民に読んで頂いてお ります。
聖路加の日野原重明先生は 「人生での65歳 は、一 日で
いえば午後3時 である」 と言 っておられます。近年わが
国では、定年を第3の 人生のスター トと呼ぶにふさわ し
い 「長寿社会」となってきました。 この度私の定年退職
と時を同 じくして、一宮市に創設される 「愛知きわみ看
護短期大学」において、引き続き 「看護教育と研究」に
たずさわる機会を与えて頂けることになり、16年 前 と同
じモチベーションを感 じているところです。
今日までの人生で接 したどの一人を欠いても、現在の
私は存在 し得なかったと思う時、その一人一人に心より
感謝すると共に、名古屋市立大学、中でもとりわけ看護
学部の今後益々の発展を祈念 してやみません。
